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ラウンドテーブルについて 

 

ラウンドテーブルとは、1人の発表者と数名の参加者がテーブルを囲み、発表者のテーマ

に即して自由に意見を交換する場で、ファリシテータが進行を援助します。口演に比べ、

一演題の発表と討論は 60分と長く、参加者もテーブル内で自由に発言できるため、活発な

意見交換が実現し、多くの発表者や参加者から好評を博しています。 

 本学会では初めてラウンドテーブルを取り入れます。本学会においても、積極的な発言

や意見交換が行われることを期待しております。 

 参考として、第 14回日本健康教育学会で作成された「ラウンドテーブルセッションの進

め方」「ファシリテータの役割」「ラウンドテーブルに関する Q＆A」について、日本健康教

育学会の許可を得て、以下に掲載します。 
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（一般社団法人日本健康教育学会理事長の承認を得て掲載しています。） 

 

 


